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日
本
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
協
会（
会
長
＝
村
上
雅
亮
・

Ｎ
Ｊ
Ｓ
社
長
）は
、下
水
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン
ス
の
社
会
実
装
の

推
進
に
向
け
て
の
提
案
活
動

を
行
っ
た
。１
日
に
松
原
誠
・

国
土
交
通
省
下
水
道
部
長
、

２
日
に
山
本
有
二
・
衆
議
院

議
員
（
自
民
党
下
水
道
・
浄

化
槽
対
策
特
別
委
員
長
）、

田
村
憲
久
・
衆
議
院
議
員（
自

民
党
下
水
道
事
業
促
進
議
員

連
盟
幹
事
長
）
の
３
者
に
提

案
書
を
提
出
し
、
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

提
案
内
容
は
、
①
２
０
２

３
年
度
予
算
及
び
補
正
予
算

の
確
保
（
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ

ン
ス
の
実
証
事
業
予
算
、
下

水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
社
会

実
装
に
向
け
て
の
地
方
自
治

体
へ
の
補
助
金
予
算
、
施
設

管
理
者
へ
の
補
助
金
予
算
、

研
究
開
発
予
算
）
②
法
律
・

制
度
の
拡
充
（
下
水
サ
ー
ベ

イ
ラ
ン
ス
の
法
的
位
置
づ
け

の
明
確
化
、
下
水
サ
ー
ベ
イ

ラ
ン
ス
の
デ
ー
タ
の
活
用
指

針
と
な
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

策
定
、
国
際
標
準
制
定
へ
の

支
援
、
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
の
費
用
負
担
の
在
り
方
の

検
討
・
方
向
付
け
・
結
論
付

け
、
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

に
よ
り
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の

集
約
方
法
と
情
報
公
開
の
在

り
方
の
検
討
・
方
向
付
け
・

結
論
付
け
）
▽
下
水
サ
ー
ベ

イ
ラ
ン
ス
の
社
会
実
装
の
た

め
の
地
方
自
治
体
へ
の
働
き

か
け
・
支
援
―
と
な
っ
て
い

る
。対

応
し
た
松
原
下
水
道
部

長
は
「
内
閣
官
房
の
実
証
等

で
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の

デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
、
効
用

が
明
確
に
な
る
と
良
い
」、

山
本
議
員
は
「
世
界
の
社
会

実
装
等
の
状
況
を
集
約
・
発

信
し
て
ほ
し
い
」、
田
村
議

員
は
「
手
法
の
確
立
・
手
引

き
作
成
な
ど
担
っ
て
ほ
し

い
」
と
活
動
へ
の
期
待
を
寄

せ
た
。

　ＮＪＳは点検調査用ドロー

ンを展示。目玉は水上走行

式ドローン「Water Slider」

と水中ドローン「WATERｉ」。

ウォータースライダーは、

飛行ドローンのエアースラ

イダーにフロート材を取り

付け、最大６台のカメラで管

内映像を取得できる。一方、

ウォーターアイは、水中と水

上の両面調査が同時に可能なドローンで、水槽構造物、放流管などの点検調

査に最適となっている。熱心に質問する来場者が多く見られた。

水上走行式ドローン「Water Slider」

NJS

点検調査用ドローンを紹介

　フソウは「噴射ノズル式鋼

板製消化タンク」を出展し

た。鋼板製消化タンク、後退

翼型撹拌機、堆積物除去機構

の組み合わせにより維持管理

性を向上させた嫌気性消化シ

ステム。堆積物除去機構は、

底部のノズルから消化汚泥を

噴射することで堆積物を流動

させることができる。また、

流動した堆積物は消化汚泥とともにノズルから吸い込み、その一部を系外に

排出することで砂等の堆積を抑制する。これにより改築・更新などでの浚渫

量や浚渫日数を低減することが可能となる。なお、同システムは日本下水道

事業団が実用化に一定の目途が立った技術として認定する新技術Ⅰ類に選定

された。

連日賑わったフソウのブース

フソウ

噴射ノズル式鋼板製消化タンクを出展

　日立製作所、日立インダス

トリアルプロダクツ、日立プ

ラントサービスが共同で出展

したブースのテーマは「日立

グループのプロダクト×ＯＴ

×ＩＴで下水道事業の経営課

題の解決に貢献」だった。展

示内容は一元管理されたデー

タの活用により設備保全を効

率化する「上下水道デジタル

ソリューション」、ポンプ設備の維持管理業務をＤＸ化し設備保全に変革を

もたらす「ｅ―ポンプメンテ」、主要部品がステンレス製で資源循環に貢献

する「長寿命型汚泥かき寄せ機サスティナチェーン」など。来場者が興味深

く見学していた。

グループ３社で出展

日立製作所

ＯＴ、ＩＴで経営課題解決に貢献

　東亜ディーケーケーは、今

秋発売予定の有機汚濁モニ

ターＵＶ計ＯＰＭ―161Ｌ型

を出展し、来場者の注目を集

めた。長寿命のＬＥＤ光源を

採用し、ランニングコストの

低減を実現。従来機よりも検

出器を小型・軽量化。浸漬式

に加え、落とし込み式にも対

応し、保守性が向上した。

　有機汚濁モニターＵＶ計

は、排水中の有機汚濁の程度

を紫外線の吸光度から求める紫外線吸光度法による計測器。ＵＶ（紫外光）

とＶＩＳ（可視光）の２つの光量を安定化した光源を用いて測定する２波長

方式で、ＵＶ測定には、従来機（ＯＰＭ―1610型）に用いていたオゾンレス

低圧水銀ランプの輝線に代わり、ＬＥＤ光源を採用。水銀フリー化により、

環境負荷を低減した。ＶＩＳ測定は、ＬＥＤをパルス点灯で照射し、濁質を

測る。

　従来の浸漬式、吊り下げ式、採水式に、新たに落とし込み式用の検出器が

加わった。

　ＯＰＭ―161Ｌ型は、10月に発売開始を予定している。

今秋発売の有機汚泥モニターＵＶ計
（右端）に注目

東亜ディーケーケー

新型有機汚泥モニターＵＶ計を出展
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キャッチアップ 下水道技術キャッチアップ 下水道技術
管
路
診
断
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
協
会（
会
長
＝
山
﨑
義
広
・

三
水
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
社

長
）
は
５
日
、
下
水
道
展
併

催
企
画
と
し
て
日
本
グ
ラ
ウ

ン
ド
マ
ン
ホ
ー
ル
工
業
会
と

の
共
催
に
よ
る
講
習
会
「
下

水
道
管
路
施
設
の
ア
セ
ッ
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
開
い

た
。
冒
頭
、山
﨑
会
長
は「
当

協
会
は
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
最
適
化
に
向
け
た
管

路
技
術
に
関
す
る
調
査
研

究
・
研
鑽
な
ど
に
努
め
、
技

術
発
信
を
通
じ
て
公
共
下
水

道
管
路
の
維
持
管
理
に
貢
献

し
て
い
く
」
と
同
協
会
の
方

向
性
を
紹
介
し
た
。

基
調
講
演
は
、
森
田
弘

昭
・
日
本
大
学
教
授
に
よ
る

「
下
水
道
管
路
探
訪
」。
下
水

道
事
業
の
持
続
的
な
発
展
に

は
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

と
提
供
が
不
可
欠
だ
と
し

て
、
管
き
ょ
内
へ
の
光
フ
ァ

イ
バ
ー
布
設
、
デ
ィ
ス
ポ
ー

ザ
ー
を
活
用
し
た
生
ご
み
の

下
水
道
に
よ
る
処
理
、
下
水

熱
を
利
用
し
た
融
雪
等
の
熱

資
源
の
供
給
と
い
っ
た
下
水

道
管
路
の
付
加
価
値
に
関
す

る
研
究
を
紹
介
し
た
。
Ｊ
Ｉ

Ｓ
規
格
取
得
な
ど
の
標
準
化

が
も
た
ら
す
国
際
展
開
上
の

優
位
性
、
鉄
蓋
を
は
じ
め
と

し
た
管
路
施
設
の
観
光
資
源

化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も

解
説
。
地
下
イ
ン
フ
ラ
に
お

い
て
ど
の
建
物
に
も
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
繋
が
っ
て
お
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
ず
輸
送

が
可
能
で
、
他
の
領
域
を
受

け
入
れ
る
空
間
的
余
裕
が
あ

る
下
水
道
管
路
の
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
を
示
し
、「
新
し
い

価
値
を
生
み
出
す
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
」
と
訴
え
た
。

技
術
委
員
の
野
村
誉
久
氏

は
、
同
協
会
が
開
発
・
販
売

を
手
掛
け
る
施
設
点
検
用
の

ポ
ー
ル
付
カ
メ
ラ
「
管
診

鏡
」
の
活
用
法
に
つ
い
て
、

マ
ン
ホ
ー
ル
用
の「
Ｍ
Ｃ
」、

管
口
用
の
「
Ｐ
Ｃ
」
そ
れ
ぞ

れ
の
実
際
の
運
用
事
例
か
ら

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
留
意

点
や
改
善
点
を
解
説
。
技
術

マ
ニ
ュ
ア
ル
検
討
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
は
、
調
査
・
診

断
の
観
点
か
ら
見
た
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
テ
ー
マ
に
講

演
し
た
。
損
傷
の
起
こ
り
や

す
い
環
境
を
抽
出
し
、
最
適

な
点
検
調
査
サ
イ
ク
ル
を
確

立
す
る
と
と
も
に
、
耐
久
性

や
機
能
性
の
視
点
で
視
覚
・

科
学
両
面
で
の
調
査
を
実
施

す
る
と
い
っ
た
サ
イ
ク
ル
に

つ
い
て
解
説
。
ま
た
、
現
在

編
集
中
の
実
務
書
の
紹
介
も

あ
っ
た
。

日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
マ
ン

ホ
ー
ル
工
業
会
の
手
嶋
泰
三

氏
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ

い
て
講
演
し
た
。
維
持
管
理

上
の
鉄
蓋
の
特
性
と
し
て
、

▽
下
水
道
台
帳
に
鉄
蓋
の
施

設
情
報
が
な
い
▽
道
路
と
い

う
過
酷
な
環
境
に
設
置
▽
材

質
や
性
能
が
短
期
間
で
進
化

し
、
古
い
タ
イ
プ
の
鉄
蓋
は

現
在
の
環
境
や
基
準
に
適
合

し
て
い
な
い
▽
標
準
耐
用
年

数
が
短
い
―
こ
と
を
挙
げ
る

と
と
も
に
、
現
状
の
健
全
度

を
最
低
限
維
持
す
る
に
は
、

年
間
35
万
基
も
の
改
築
が
必

要
に
な
る
と
説
明
。
維
持
管

理
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

と
そ
れ
に
基
づ
く
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ

サ
イ
ク
ル
実
践
の
必
要
性
を

強
調
し
、
鉄
蓋
の
外
観
や
推

定
設
置
年
を
記
録
す
る
「
マ

ン
ホ
ー
ル
蓋
変
遷
表
」
な
ど

の
デ
ー
タ
化
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
た
。

清
水
合
金
製
作
所
は
名
古

屋
営
業
所
を
29
日
付
で
移
転

す
る
。
新
住
所
は
次
の
通
り

（
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は
変

更
な
し
）。

▽
〒
４
６
０
―
０
０
０
２

名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
１
―

９
―
16
丸
の
内
Ｏ
ｎ
ｅ
ビ
ル

６
階

オ
リ
ジ
ナ
ル
設
計
は
こ
の

ほ
ど
、
東
京
都
渋
谷
区
の
国

立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少

年
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
若
手

社
員
を
対
象
に
し

た
研
修
会
「
Ｏ
Ｅ

Ｃ
ブ
ー
ス
ト
セ
ミ

ナ
ー
」を
開
い
た
。

　

全
国
の
事
務

所
、
営
業
所
か
ら

57
人
が
参
加
。
前

半
は
「
ア
サ
ー

テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を

テ
ー
マ
に
、
多
様

な
価
値
観
の
中
で

相
手
と
の
違
い
を

認
識
し
、
相
手
を

尊
重
し
な
が
ら
効

果
的
に
自
分
の
気

持
ち
を
伝
え
る
方

法
を
学
ん
だ
。
後

半
は
、「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
分
が

目
標
と
す
る
姿
を
実
現
す
る

た
め
に
必
要
な
考
え
を
身
に

着
け
た
。

　

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
、

全
国
の
社
員
が
集
ま
る
研
修

は
４
年
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で

開
い
て
い
る
。
今
回
の
研
修

は
、
２
０
１
４
年
と
２
０
１

８
年
の
女
性
活
躍
推
進
研
修

「
ウ
ー
マ
ン
ス
タ
ッ
フ
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
」
の
後
継
企
画

で
、
対
象
は
入
社
２
～
８
年

目
ま
で
の
技
術
系
社
員
と
し

た
。
上
下
水
道
を
基
軸
と
し

た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
手

が
け
る
同
社
で
は
、
全
社
員

の
４
分
の
３
が
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
で
、
研
修
に
参
加

し
た
若
手
社
員
は
、
水
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
界
の
将
来
を

担
う
同
じ
世
代
の
仲
間
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
技
術
士
の
資

格
を
目
指
し
て
切
磋
琢
磨
す

る
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
る
。

　

研
修
会
は
、
外
部
講
師
を

招
い
て
５
～
６
人
の
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
進
め
ら
れ
た
。

前
半
の
テ
ー
マ
の
ア
サ
ー

テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
は
〝
自
他
尊
重
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〟
で
あ

り
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
に
お
い

て
、
相
互
の
信
頼
を
ベ
ー
ス

に
し
た
交
渉
の
ス
キ
ル
を
身

に
着
け
る
こ
と
が
研
修
の
目

的
。
菅
伸
彦
社
長
は
、「
今

後
、
日
本
の
社
会
は
多
様
性

が
増
し
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
社
内
外
の

様
々
な
人
と
良
質
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と

が
で
き
る
、
対
人
関
係
ス
キ

ル
に
優
れ
た
企
業
人
に
な
っ

て
欲
し
い
」
と
期
待
し
、
こ

の
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
と
い

う
。

　

初
め
に
、
グ
ル
ー
プ
の
メ

ン
バ
ー
で
自
己
紹
介
を
し
た

後
、性
格
診
断
テ
ス
ト
の「
エ

ゴ
グ
ラ
ム
」
を
使
っ
て
、
自

分
が
当
て
は
ま
る
タ
イ
プ
の

長
所
や
短
所
、
対
人
関
係
で

取
り
が
ち
な
行
動
パ
タ
ー
ン

な
ど
を
知
り
、
職
場
の
同
僚

の
タ
イ
プ
を
見
極
め
る
方
法

を
学
ん
だ
。続
い
て
、ア
サ
ー

テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
お
い
て
効
果
的
な
「
Ｄ

Ｅ
Ｓ
Ｃ
法
」を
使
い
、グ
ル
ー

プ
内
で
、
上
司
に
提
言
す
る

事
例
と
、
同
僚
・
後
輩
に
協

力
を
依
頼
す
る
事
例
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
。

後
半
は
、
充
実
度
を
グ
ラ

フ
化
す
る
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

チ
ャ
ー
ト
」
で
自
分
の
こ
れ

ま
で
の
人
生
に
お
け
る
成
功

や
挫
折
と
そ
の
理
由
を
振
り

返
っ
た
。
次
に
、
キ
ャ
リ
ア

を
選
択
す
る
時
の
判
断
基
準

と
な
る
「
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ン

カ
ー
」
を
知
る
こ
と
で
、
仕

事
人
生
に
お
け
る
価
値
観
や

キ
ャ
リ
ア
志
向
を
分
析
し
、

最
後
に
、
自
分
が
将
来
あ
り

た
い
姿
や
目
指
す
べ
き
姿
を

描
く
「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン

シ
ー
ト
」
を
作
成
し
、
発
表

し
た
。

　

研
修
を
総
括
し
、
菅
社
長

は
「
ど
の
職
種
で
あ
れ
、
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
名
乗

れ
る
専
門
性
を
持
っ
た
エ
ン

ジ
ニ
ア
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。
技

術
系
の
社
員
で
は
、
専
門
的

知
識
の
質
や
量
、
幅
を
期
待

さ
れ
る
た
め
、
習
得
に
多
大

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
す
る
が

ゆ
え
に
、
社
内
や
客
先
と
の

意
思
疎
通
の
場
面
で
他
者
の

主
張
と
対
立
し
た
り
、
相
手

の
立
場
を
十
分
に
尊
重
で
き

な
い
ケ
ー
ス
が
時
に
生
じ
て

い
る
。
組
織
と
し
て
の
生
産

性
と
顧
客
満
足
度
の
両
面
を

向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
自

分
の
感
情
の
状
態
を
把
握

し
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
上

で
、
他
人
の
気
持
ち
を
理
解

し
た
り
、
寄
り
添
っ
た
り
す

る
対
人
関
係
能
力
と
情
報
共

有
の
徹
底
が
重
要
だ
と
考
え

る
。
皆
さ
ん
に
は
、
自
分
自

身
と
周
囲
の
状
況
を
適
切
に

把
握
し
、
対
人
関
係
を
保
つ

こ
と
を
意
識
し
て
、
描
い
た

キ
ャ
リ
ア
を
進
ん
で
い
た
だ

き
た
い
」
と
話
し
た
。

　

全
国
上
下
水
道
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
関
東
支
部
は
１

日
、
小
田
原
市
と
「
災
害
時

に
お
け
る
上
下
水
道
施
設
の

技
術
支
援
協
力
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
た
。
市
が
管

理
す
る
上
下
水
道
施
設
が
被

災
し
た
際
に
、
市
か
ら
の
要

請
を
受
け
、
被
害
状
況
の
調

査
や
緊
急
措
置
・
応
急
復
旧

お
よ
び
災
害
査
定
に
関
す
る

助
言
・
資
料
作
成
な
ど
早
期

復
旧
に
向
け
た
技
術
支
援
協

力
を
行
う
。

５
９
６
２
―
０
７
１
１
（
代

表
）
▽
Ｆ
Ａ
Ｘ
03
―
５
６
９

５
―
０
１
６
１
（
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
番
号
は
変
更
な
し
）

前
澤
化
成
工
業
は
、
本
社

事
務
所
を
移
転
し
、
17
日
か

ら
業
務
を
開
始
し
た
。
移
転

先
住
所
な
ど
は
次
の
通
り
。

▽
〒
１
０
３
―
０
０
１
６

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
小
網

町
17
番
10
号
日
本
橋
小
網
町

ス
ク
エ
ア
ビ
ル
▽
電
話
03
―

分
、
６
日
は
10
時
か
ら
11
時

に
開
催
す
る
。

　

申
し
込
み
は
専
用
ペ
ー
ジ

（https://info.japan21.

co.jp/atws-2209

）
か
ら

行
う
。
今
月
31
日
締
め
切
り

だ
が
、
登
録
上
限
に
達
し
た

場
合
、
早
期
に
申
し
込
み
を

締
め
切
る
場
合
が
あ
る
。

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
青
年
部
協
議
会
（
会

長
＝
川
崎
市
管
工
事
業
協
同

組
合
青
年
部
会
・
太
田
勝
晶

氏
）
は
６
日
、
第
26
回
通
常

総
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で

宇
都
宮
市
で
開
い
た
。

冒
頭
、
太
田
会
長
が
「
建

設
業
で
将
来
の
担
い
手
の
確

保
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が

重
要
な
の
で
配
管
工
の
名
称

を
配
管
技
術
者
、
配
管
エ
ン

ジ
ニ
ア
と
し
て
は
ど
う
か
。

１
４
５
０
人
と
い
う
会
員
の

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か

し
、様
々
な
活
動
を
通
じ
て
、

会
員
相
互
の
連
携
を
図
っ
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

議
事
に
入
り
２
０
２
１
年

度
事
業
報
告
・
決
算
、
２
０

２
２
年
度
事
業
計
画
・
予
算

に
つ
い
て
審
議
し
了
承
さ
れ

た
。
今
年
度
は
広
報
関
連
事

業
と
し
て
機
関
紙
「
ア
ヒ
ル

の
た
ま
ご
」
発
刊
、
環
境
問

題
研
究
事
業
報
告
書
作
成
、

事
業
関
連
と
し
て
災
害
対
策

事
業
、
担
い
手
育
成
事
業
な

ど
を
実
施
す
る
。

ジ
ャ
パ
ン
・
ト
ゥ
エ
ン

テ
ィ
ワ
ン
（
Ｊ
21
）
は
９
月

５
、
６
日
、
同
社
が
国
内
正

規
代
理
店
と
な
っ
て
い
る
ア

ス
テ
ラ
社
（
旧
ユ
ー
テ
ィ
リ

ス
社
、本
社
：
イ
ス
ラ
エ
ル
）

が
提
供
し
て
い
る
衛
星
画
像

デ
ー
タ
と
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

ア
ス
テ
ラ
製
品
の
現
況
な
ど

を
紹
介
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
セ

ミ
ナ
ー「
第
２
回
ア
ス
テ
ラ
・

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
」を
開
催
す
る
。

　

水
道
管
の
漏
水
検
知
シ
ス

テ
ム
お
よ
び
水
道
管
路
の
更

新
計
画
支
援
シ
ス
テ
ム
の
国

内
外
の
最
新
動
向
や
活
用
方

法
の
ほ
か
、
衛
星
に
よ
る
漏

水
検
知
の
技
術
解
説
を
行

う
。
広
域
化
の
流
れ
を
受

け
、
近
接
す
る
複
数
の
水
道

事
業
体
に
よ
る
共
同
発
注
に

対
応
し
た
「
協
調
発
注
モ
デ

ル
」に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
Ｊ
21
の

岸
本
賢
和
・
代
表
取
締
役
社

長
と
ア
ス
テ
ラ
社
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
で
あ
る
島
田
政
信
・

東
京
電
機
大
学
理
工
学
部
教

授
が
講
師
を
務
め
る
。
対
象

者
は
、
地
方
自
治
体
・
水
道

事
業
体
・
水
道
企
業
団
・
組

合
や
官
公
庁
な
ど
で
水
道
施

設
の
管
理
に
携
わ
る
職
員
や

水
道
行
政
に
係
わ
る
職
員
。

受
講
料
は
無
料
。
９
月
５
日

は
13
時
30
分
か
ら
14
時
30

Ｊ
Ｅ
Ｒ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
補

改
修
協
会
（
会
長
＝
佐
藤
匡

良
・
日
本
ジ
ッ
コ
ウ
社
長
）

は
３
日
、
都
内
で
第
18
回
総

会
・
研
修
会
を
開
催
し
た
。

２
０
２
１
年
度
事
業
報
告
・

決
算
報
告
を
行
い
、
今
年
度

の
事
業
計
画
・
予
算
案
を
承

認
し
た
。
研
修
会
で
は
日
本

下
水
道
事
業
団
（
Ｊ
Ｓ
）
の

橋
本
敏
一
・
西
日
本
設
計
セ

ン
タ
ー
長
が
、
Ｊ
Ｓ
に
お
け

る
下
水
道
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

造
物
の
腐
食
・
劣
化
に
関
す

る
最
近
の
調
査
研
究
成
果
に

つ
い
て
講
演
し
た
。

今
年
度
の
事
業
計
画
で
は

特
に
、
協
会
の
認
知
化
活
動

と
し
て
展
示
会
へ
の
出
展
、

協
会
カ
タ
ロ
グ
の
改
定
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
取
り
組
む
。
展
示
会

は
下
水
道
展
22
東
'

京
を
は
じ

め
、
▽
ミ
リ
タ
リ
ー
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
フ
ェ
ア
（
９

月
７
日
、
都
内
）
▽
水
道
展

（
10
月
19
～
21
日
、
名
古
屋

市
内
）
▽
建
設
技
術
展
２
０

２
２
大
阪（
10
月
初
旬
、大
阪

市
内
）
▽
建
設
技
術
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
11
月
初
旬
、
広
島
市

内
）
▽
イ
ン
フ
ラ
検
査
・
維

持
管
理
展
（
12
月
７
～
９

日
、
大
阪
市
内
）
▽
震
災
対

策
技
術
展
in
仙
台
（
来
年
３

月
初
旬
、
仙
台
市
内
）
―
に

出
展
予
定
。
ま
た
、
過
去
に

出
展
実
績
が
な
い
中
四
国
の

中
国
地
区
で
の
開
催
や
、
そ

の
他
イ
ン
フ
ラ
関
連
・
食
品

業
界
・
農
業
業
界
等
の
展
示

会
へ
の
出
展
を
検
討
中
。

佐
藤
会
長
は
イ
ン
フ
ラ
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
、
防
食
市
場
が

活
性
化
し
て
い
く
と
し
、「
豊

富
な
知
識
と
優
れ
た
技
術
を

持
つ
協
会
、
価
格
以
上
の
総

合
的
な
価
値
を
提
供
す
る
協

会
と
し
て
認
知
し
て
頂
く
た

め
に
宣
伝
活
動
・
提
案
活
動

に
引
き
続
き
注
力
し
て
い

く
」
と
力
を
込
め
た
。

会
員
数
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
の
長
寿
命
化
対
策
工

事
を
営
む
１
種
正
会
員
１
４

５
、
材
料
製
造
業
の
２
種
正

会
員
５
、
複
数
入
会
会
員
の

事
業
所
13
、
賛
助
会
員
５
、

研
究
機
関
等
の
特
別
会
員
１

の
１
６
９
会
員
。

ク
ボ
タ
の
新
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

「
ク
ボ
タ
が
描
く
未
来
ス
マ
ー

ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
」
篇
＝
写
真
＝
が
20
日
か
ら

オ
ン
エ
ア
を
開
始
し
た
。
長
澤

ま
さ
み
さ
ん
、
パ
ッ
ク
ン
、
皆

川
猿
時
さ
ん
が
出
演
す
る
お
馴

染
み
の
シ
リ
ー
ズ
。
今
回
は

「
水
イ
ン
フ
ラ
の
未
来
」を
テ
ー

マ
に
、
同
社
が
長
年
蓄
積
し
た

デ
ー
タ
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
Ａ
Ｉ
や

Ｉ
ｏ
Ｔ
と
い
っ
た
最
新
技
術
に

よ
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供

を
通
じ
て
〝
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

水
道
〟
の
実
現
を
目
指
す
と
い

う
同
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
て

い
る
。

Ｃ
Ｍ
は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
喉

が
渇
い
た
皆
川
さ
ん
が
公
園
の

蛇
口
か
ら
水
を
飲
ん
で
い
る

と
、
パ
ッ
ク
ン
が
「
水
道
水
を

飲
め
る
の
は
実
は
す
ご
い
こ

と
。
支
え
続
け
る
に
は
た
く
さ

ん
の
技
術
と
人
が
必
要
な
ん

だ
」
と
熱
弁
し
、
最
後
に
長
澤

さ
ん
が
蛇
口
か
ら
水
を
飲
み
、

「
う
ま
ー
っ
」と
笑
顔
で
叫
ぶ
と

い
う
ス
ト
ー
リ
ー
。
水
道
の
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
を
支
え
る
た
め

に
、同
社
で
は
施
設
・
機
器
の
監

視
・
制
御
、
診
断
・
予
測
な
ど
の

機
能
を
持
つ
Ｉ
ｏ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン「
Ｋ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
」や
、
管
路

施
工
管
理
の
効
率
化
を
実
現
す

る
「
施
工
情
報
シ
ス
テ
ム
」
の

最
新
技
術
や
、
耐
震
型
ダ
ク
タ

イ
ル
鉄
管
「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
」
で

貢
献
す
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
日
か
ら
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
新
Ｃ
Ｍ
の
ア
フ
タ
ー

ス
ト
リ
ー
を
公
開
し
、
水
道
水

は
水
道
水
質
基
準
51
項
目
を
ク

リ
ア
し
て
厳
格
に
水
質
を
管
理

し
て
い
る
こ
と
や
水
道
管
の
老

朽
化
な
ど
の
課
題
解
決
へ
事
業

体
が
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

こ
と
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

社会実装の推進へ提案活動
日本下水サーベイランス協会

山本議員㊧に提案書を渡す村上会長

国交省では松原部長㊧に

面談に応じた田村議員（中央）

抱
負
な
知
識
と
優
れ
た
技
術
で

協
会
認
知
化
活
動
に
注
力

Ｊ
Ｅ
Ｒ
コ
ン
ク
リ

ー
ト
補
改
修
協
会

佐藤会長

９
月
に
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
開
催

ア
ス
テ
ラ
製
品
の
現
況
を
紹
介

Ｊ
21

総
会
開
き
事
業
計

画
・
予
算
を
了
承

全
管
連
青
年
部
協
議
会

太田会長

名
古
屋
営
業
所
を
移
転

清
水
合
金
製
作
所

本
社
事
務
所
を
移
転

前
澤
化
成
工
業

小
田
原
市
と
災
害

時
技
術
支
援
協
定

水
コ
ン
協
関
東
支
部

将
来
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
描
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
向
上
へ

オ
リ
ジ
ナ
ル
設
計

研修会の参加者全員で記念撮影

診
断
調
査
に
よ
る
Ａ
Ｍ
手
法
を
紹
介

Ｇ
Ｍ
工
業
会
と
共
催
で
講
習
会

管
診
協

山﨑会長

森田教授

新
Ｃ
Ｍ
が
オ
ン
エ
ア

水
道
水
「
う
ま
ー
っ
」

ク
ボ
タ

最新技術で水道の持続に貢献

予
算
措
置
、
法
的
位

置
づ
け
な
ど
求
め
る

若
手
社
員
対
象
に
研
修
会
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